








当センター（Center for Health Economics & QOL 
Research：CHEQOL）は，近年，重要となってきている





































で重要なデータとなるもので，平成 27 年 8 月現在，英文





・第 1 回：平成 26 年 1 月 25 日 
「日本における医療経済評価の現状と課題」 
参加者：約 60 名 
・第 2 回：平成 27 年 2 月 21 日 
「わが国における医療経済評価の実際と施策への応用」 




文部科研 基盤 B，基盤 C，若手 2 本 
○分担 
 厚労科研 政策科学総合研究（平成 24～27 年） 
 文部科研 基盤 B，萌芽 
○NUHW 奨励金 
研究センター推進費（平成 25～27 年） 
○寄付金 
 1 件 
 
図１．HP 内の QOL データベース 
 
【結論】 
 約 3 年の間に，日本の医療経済評価に関する様々な研究
や施策立案などに関与できた．今後は，QOL データベー
スの充実や国民への情報提供を進めることで，国内におけ
る医療経済評価の発展に寄与していきたい． 
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